
第
三
十
九
回

平
成
二
十
三
年
九
月
四
日

振
付
け
指
導	

松
本
団
女

主
催	

加
子
母
歌
舞
伎
保
存
会

後
援	

中
津
川
市
、中
津
川
市
教
育
委
員
会
、

	

加
子
母
文
化
協
会
、加
子
母
松
扇
会
、

	

加
子
母
風
起
こ
し
実
行
委
員
会
、

	

明
治
座
活
用
委
員
会



一
、

会か

い

け

い

お

う

ぎ

そ

が

稽
扇
曽
我 

鶴つ

る

が

お

か

は

ち

ま

ん

た

い

め

ん

の

ば

ケ
岡
八
幡
対
面
の
場

　

加
子
母
の
村
芝
居
は
、
江
戸
中
期
か
ら
祭
礼
と
結
び
付
い
て
上
演
さ
れ
て
い
た
と
言
わ
れ
ま

す
。
下
郷
神
社
の
前
に
、
明
治
二
十
七
年
に
建
て
ら
れ
た
「
明
治
座
」
が
さ
ら
に
芝
居
熱
を
高

め
て
い
っ
た
と
思
わ
れ
ま
す
。
し
か
し
戦
後
の
混
乱
か
ら
衰
退
一
途
。
と
こ
ろ
が
昭
和
四
十
七

年
に
明
治
座
が
岐
阜
県
指
定
重
要
有
形
民
俗
文
化
財
に
指
定
さ
れ
た
の
を
機
会
に
諸
先
人
皆
様

方
の
ご
努
力
で
加
子
母
歌
舞
伎
が
何
年
か
ぶ
り
に
復
活
。
以
来
『
第
三
十
九
回
加
子
母
歌
舞
伎

公
演
会
』
を
開
催
す
る
運
び
と
な
り
ま
し
た
。
役
者
部
会
を
中
心
に
、
諸
準
備
・
稽
古
と
励
ん

で
参
り
ま
し
た
。
小
学
生
・
中
学
生
こ
う
し
た
後
継
者
の
子
供
さ
ん
た
ち
も
増
え
、
ご
協
力
に

感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
ま
た
存
続
は
、
文
字
通
り
地
域
住
民
の
皆
様
方
の
ご
協
力
な
く
し
て
は

達
せ
ら
れ
ぬ
も
の
で
、
こ
れ
ほ
ど
金
と
日
間
の
か
か
る
芸
能
は
他
に
は
な
い
か
ら
で
あ
る
と
思

い
ま
す
。
郷
土
芸
能
を
支
え
る
の
は
、
取
り
組
ん
で
い
た
だ
け
る
そ
の
人
達
の
情
熱
で
あ
り
、

松
本
団
女
師
匠
を
始
め
と
す
る
義
太
夫
の
方
々
、
下
座
、
衣
裳
、
顔
師
等
、
な
く
て
は
な
ら
ぬ

存
在
で
も
あ
り
ま
す
。
こ
う
し
た
長
い
歴
史
文
化
、
交
流
と
観
光
の
拠
点
と
し
て
地
場
産
業
に

結
び
付
き
、
発
展
の
一
役
を
担
っ
て
い
る
こ
と
も
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
と
思
い
ま
す
。
こ
の
よ

う
な
大
き
な
役
割
の
中
で
、
今
後
も
存
続
と
活
用
も
含
め
一
層
の
努
力
を
傾
注
し
、
伝
統
文
化

を
次
の
世
代
へ
と
橋
渡
し
す
る
こ
と
が
出
来
れ
ば
と
思
い
ま
す
。
皆
様
方
の
一
層
の
ご
援
助
と

ご
指
導
ご
声
援
を
心
か
ら
お
願
い
申
し
上
げ
、
ご
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

加
子
母
歌
舞
伎
保
存
会
長

中
島
敏
明

ご
挨
拶

　

曽
我
の
対
面
の
場
は
、通
常
、工
藤
祐
経
館
で
上
演

致
し
ま
す
が
、今
回
は
鶴
ケ
岡
八
幡
へ
、工
藤
が
大

磯
の
虎
、化
粧
坂
の
少
将
、そ
し
て
舞
鶴
を
伴
参
詣

の
折
、舞
鶴
か
ら
の
取
り
成
し
で
、曽
我
の
五
郎
、十

郎
兄
弟
と
対
面
す
る
。敵
を
目
前
に
、血
気
に
は
や

る
弟
、そ
れ
を
制
す
る
兄
、二
人
は
工
藤
か
ら
、父
を

討
っ
た
い
き
さ
つ
を
聞
き
、工
藤
か
ら
盃
を
も
ら
う

が
、五
郎
は
盃
を
た
た
き
割
る
。工
藤
は
二
人
に
富
士

の
巻
狩
の
役
目
を
終
え
た
後
、討
た
れ
て
や
ろ
う
と

本
心
を
明
か
し
、後
日
の
再
会
を
約
し
て
幕
と
な
り

ま
す
。

　

小
学
生
の
熱
演
を
ご
ら
ん
下
さ
い
。

小
学
生
に
て
相
務
め
申
し
候

あ
ら
す
じ

工
藤
左
エ
門
祐
経	

加
藤 

な
つ
み	

（
小
６
・
下
桑
原
区
）

曽
我
五
郎
時
致	

伊
藤 

万
由
子	

（
小
６
・
番
田
区
）

曽
我
十
郎
祐
成	

三
浦 

美
月	

（
小
６
・
小
郷
区
）

舞
鶴	

萩
原 

美
南	

（
小
６
・
小
和
知
区
）

虎
御
前	

竹
内 

若
菜	

（
小
６
・
中
切
区
）

化
粧
坂
少
将	

可
知 

花	

（
小
６
・
番
田
区
）

八
幡
三
郎
行
氏	

伊
藤 

一
路	

（
小
２
・
上
桑
原
区
）

近
江
小
藤
太
成
家	

今
井 

真
央	

（
小
３
・
下
桑
原
区
）



二
、

縁え

ん

む

す

び

の

か

み

結
神
「
釣つ

り

お

ん

な女
」

三
、

蟇が

ま

よ

う

じ

ゅ

つ

た

き

や

し

ゃ

ひ

め

妖
術
瀧
夜
叉
姫 

筑つ

く

ば

や

ま

い

わ

や

の

ば

波
山
岩
屋
の
場

　

と
こ
ろ
の
某
大
名
が　

従
者
の
太
郎
冠
者
と
二
人

で
艶
福
の
噂
の
高
い
西
宮
恵
比
寿
大
明
神
に
参
詣
致

し　

何
卒
良
き
妻
を
お
授
け
下
さ
れ
と　

一
心
不
乱

に
拝
み
ま
す
と
突
然　

恵
比
寿
大
明
神
が
現
れ　

汝

等
の
妻
は　

西
宮
一
の
木
田
橋
の
ほ
と
り
に
良
き
妻

が
待
っ
て
い
る
と
の
お
告
げ　

二
人
は
心
勇
み
木
田

橋
に
急
ぐ
の
で
あ
る　

木
田
橋
に
来
て
み
れ
ば　

妻

で
は
な
く
釣
竿
が
落
ち
て
あ
る　

恵
比
寿
様
は
常
日

頃
釣
が
好
き
で
あ
る
か
ら
こ
の
釣
竿
で
良
き
妻
を
釣

れ
と
の
教
え
で
有
ろ
う
と
な
り　

二
人
は
一
心
こ
め

て
釣
竿
の
糸
を
た
れ
る　

大
名
は
美
女　

太
郎
冠
者

は
し
こ
め
（
醜
い
）を
釣
り
上
げ
目
出
度
し
目
出
度

し
に
て
幕
と
な
る　

ユ
ー
モ
ア
あ
ふ
れ
る
楽
し
み
の

舞
踊
物
で
あ
り
ま
す

　

平
将
門
の
息
女
滝
夜
叉
姫
は
幼
少
の
折
、将
門
討

死
と
知
る
や
、唐
士
に
渡
り
蟇
妖
術
を
会
得
し
、今
は

残
党
を
集
め
お
家
再
興
の
機
会
を
う
か
が
い
、筑
波

山
の
古
御
所
に
妹
良
姫
と
住
ん
で
い
る
源
頼
光
の
家

臣
、浦
辺
六
郎
末
武
は
頼
光
の
命
を
受
け
、妻
姫
松
と

共
に
奥
州
へ
向
か
う
途
中
、滝
夜
叉
の
家
来
に
妻
を

さ
ら
わ
れ
る
。

　

折
し
も
注
進
、七
草
四
郎
、小
女
郎
が
味
方
の
敗
滅

を
知
ら
せ
に
や
っ
て
く
る　

滝
夜
叉
は
良
姫
を
姫
松

に
た
く
し
落
ち
延
び
さ
せ
る
。そ
し
て
、浦
辺
と
荒
太

郎
が
滝
夜
叉
に
詰
め
寄
る
。つ
い
に
頼
光
と
対
面
す

る
が
、時
節
を
待
っ
て
旗
揚
げ
せ
よ
と
、一
同
又
の
再

会
を
約
し
幕
と
な
り
ま
す
。

加
子
母
歌
舞
伎
保
存
会
に
て
相
務
め
申
し
候

加
子
母
中
学
生
に
て
相
務
め
申
し
候

あ
ら
す
じ

あ
ら
す
じ

大
名	

伊
藤 
亮
子	

（
番
田
区
）

上じ
ょ
う
ろ
う臈	

善
田 
奈
緒	

（
中
桑
原
区
）

恵
比
寿
三
郎	

今
井 

梓
沙	
（
小
郷
区
）

太
郎
冠
者	

安
江 

恒
明	

（
万
賀
区
）

醜
女	

三
浦 

正
樹	

（
小
郷
区
）

瀧
夜
叉
姫	

桂
川 

広
乃	

（
中
３
・
番
田
区
）

浦
辺
六
郎
末
武	

丹
羽 

甲	

（
中
３
・
小
郷
区
）

臼
井
荒
太
郎	

田
口 

幸
子	

（
中
切
区
）

源
頼
光	

伊
藤 

成
美	

（
中
１
・
番
田
区
）

姫
松	

伊
藤 

桃
子	

（
中
３
・
番
田
区
）

良
姫	

藤
本 

真
理
乃	

（
中
３
・
中
桑
原
区
）

七
草
四
郎
兼
秀	

纐
纈 

理
桜	

（
中
２
・
上
桑
原
区
）

三
島
小
女
郎	

今
井 

梓
沙	

（
小
郷
区
）

桔
梗	

今
井 

美
希	

（
中
２
・
下
桑
原
区
）

松
ヶ
枝	

安
江 

奏
音	

（
中
２
・
万
賀
区
）

小
菊	

田
口 

早
織	

（
中
２
・
上
桑
原
区
）

こ
づ
え	

日
下
部 

光	

（
中
２
・
下
桑
原
区
）



四
、

一い

ち

の

た

に

ふ

た

ば

ぐ

ん

き

乃
谷
嫩
軍
記 

熊く

ま

が

い

じ

ん

や

の

ば

谷
陣
屋
の
場

　

源
平
、一
の
谷
の
合
戦
に
熊
谷
次
郎
直
実
の
一
子
、小

次
郎
が
初
陣
と
し
て
加
わ
っ
て
い
る
た
め
、母
の
相
模
は

心
配
の
あ
ま
り
、夫
の
言
い
つ
け
を
破
り
陣
屋
へ
や
っ
て

来
た
。一
方
、平
経
盛
の
妻
、藤
の
方
は
、一
子
、敦
盛
が
熊

谷
に
討
た
れ
た
と
聞
い
て
、陣
屋
へ
訪
ね
て
来
た
。二
人

は
以
前
主
従
の
間
柄
で
あ
り
、藤
の
方
は
相
模
に
熊
谷
を

討
つ
助
太
刀
を
頼
む
の
で
あ
っ
た
。そ
し
て
梶
原
平
次
が

弥
陀
六
と
い
う
老
人
を
引
っ
立
て
、平
家
の
た
め
に
石
塔

を
立
て
た
詮
議
を
す
る
と
陣
屋
へ
来
る
。

　

熊
谷
は
沈
ん
だ
様
子
で
陣
屋
へ
帰
っ
て
来
た
。我
が
子

の
敵
と
切
り
か
か
る
藤
の
方
に
、戦
の
様
子
を
語
り
聞
か

す
。

　

い
よ
い
よ
義
経
の
前
で
敦
盛
の
首
実
検
が
行
な
わ
れ

る
こ
と
と
な
っ
た
。実
は
熊
谷
は
我
が
子
小
次
郎
の
首
を

身
代
わ
り
に
し
た
の
で
あ
っ
た
。相
模
は
首
を
抱
き
上
げ

嘆
き
悲
し
む
。ま
た
弥
陀
六
こ
そ
平
家
の
武
士
、弥
平
兵

衛
宗
清
で
あ
っ
た
。熊
谷
は
世
の
無
情
を
嘆
き
出
家
を
し

て
そ
れ
ぞ
れ
に
別
れ
て
い
く
。

加
子
母
歌
舞
伎
保
存
会
に
て
相
務
め
申
し
候

あ
ら
す
じ

熊
谷
次
郎
直
実	
秦 
雅
文	

（
上
桑
原
区
）

源
義
経	

安
江 
恒
明	
（
万
賀
区
）

弥
陀
六
（
実
は
弥
平
衛
宗
清
）	

丹
羽 

貞
蔵	
（
小
郷
区
）

梶
原
平
次
景
高	

三
浦 

正
樹	

（
小
郷
区
）

堤
軍
次	

丹
羽 

崇	

（
小
和
知
区
）

相
模	

岩
木 

誠	

（
上
桑
原
区
）

藤
の
局	

谷
川 

康
弘	

（
下
呂
市
）

家
来	

伊
藤 

亮
子	

（
番
田
区
）

〃	

善
田 

奈
緒	

（
中
桑
原
区
）

〃	

田
口 

幸
子	

（
中
切
区
）

振
付
指
導	

松
本 

団
女

太
夫	

竹
本 

美
功

	

竹
本 

美
善

三
味
線	

豊
澤 

順
八

	

原
田 

知
也

下
座	

松
本 

扇
女

	

松
本 

奈
津
美

顔
師	

松
本 

宙
士

	

松
本 

茂
み

床
山	

松
本 

真
由
美

着
付	

市
川 

恵
美
子

	

足
立 

好
子

	

林 

ま
ゆ
み

	

柘
植 

理
恵
子

衣
裳	

日
吉
ハ
イ
ラ
ン
ド




